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（
案
）
と
社
会
保
障
制
度
等
に

関
す
る
要
求
（
案
）、
低
所
得
高

齢
単
身
女
性
問
題
で
の
政
策
・

制
度
要
求
（
案
）
と
し
て
提
案

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

ま
た
幹
事
会
で
は
、
登
録
さ

れ
た
２
０
１
７
年
度
会
費
納
入

人
員
数
を
承
認
し
ま
し
た
。
な

お
、
第
21
回
定
期
総
会
の
開
催

要
領
は
、
次
回
に
詳
細
を
決
定

し
ま
す
。 

 

第５回幹事会 
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ふれあい情報 
 

2017年 ５月１７日（水） 第２５３号 

７
組
織
か
ら
意
見
と
要
望 

 

２
０
１
７
年
度
運
動
方
針
、
政
策
・
制
度
要
求
原
案 

 
 

退
職
者
連
合
は
５
月
17
日
（水
）午
後
、
連
合
本
部
３
階
Ａ
Ｂ

会
議
室
で
第
５
回
幹
事
会
を
開
き
、
２
０
１
７
年
度
運
動
方
針
、

社
会
保
障
制
度
等
に
関
す
る
要
求
、
低
所
得
高
齢
単
身
女
性
問

題
で
の
政
策
・制
度
要
求
の
各
原
案
へ
の
意
見
・要
望
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
ま
た
定
期
総
会
で
の
役
員
改
選
に

向
け
て
選
挙
管
理
委
員
会
の
設
置
を
決
め
ま
し
た
。 

構
成
組
織
か
ら
の
意
見
と
要

望
は
、
産
別
・
関
連
退
職
者
連

合
か
ら
２
つ
、
地
方
退
職
者
連

合
か
ら
５
つ
の
計
７
組
織
か
ら

寄
せ
ら
れ
、報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

幹
事
会
は
、
事
務
局
が
と
り
ま

と
め
を
行
い
、
原
案
の
修
正
を

行
っ
た
う
え
で
、
６
月
１４
日

（
水
）
に
開
く
第
６
回
幹
事
会

に
２
０
１
７
年
度
運
動
方
針

第 21回定期総会議案は第 6回幹事会で決定 

 

 財
政
基
盤
強
化
に
向
け
「答
申
」を
了
承 

 

こ
の
日
の
幹
事
会
冒
頭
、

財
政
基
盤
強
化
検
討
委
員
会

の
石
原
喜
久
委
員
長
か
ら
、

「
退
職
者
連
合
の
年
額
会
費

を
調
整
（
値
上
げ
）
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
」
と
す
る
「
答

申
」が
阿
部
保
吉
会
長
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
右
下
） 

幹
事
会
は
、答
申
で
示
さ
れ

た
内
容
を
了
承
し
、
第
21
回

定
期
総
会
に
報
告
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。 

 

２
０
１
７
全
国
高
齢
者
集
会 

実
行
委
員
会
が
発
足 

幹
事
会
の
終
了
後
、
全
国
高
齢
者
集
会
第
１
回

実
行
委
員
会
が
開
か
れ
、
今
年
の
取
り
組
み
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
構
成
は
退
職
者
連
合
、
連
合
、

中
央
労
福
協
、
労
金
協
会
、
全
労
済
、
運
輸
労
連

で
す
。
開
催
日
時
は
、
9
月
14
日
（
木
）、
午

後
1
時
か
ら
で
、
会
場
は
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー

ル
。
内
容
は
集
会
と
デ
モ
行
進
。 

解雇の金銭解決制度は 

許さない！ 
 
退職者連合は 5月 15日午後、

連合とともに厚労省前で解雇の
金銭解決制度の導入に反対する
集会を開き、200人（退職者連合
は 22人・写真）が参加しました。 
 厚労省は、労働側の意見を無
視し、5月中に「導入」の方向で
検討会報告をとりまとめる動き
を見せています。 
退職者連合と連合は緊張感を

持って 5月 22日、29日にも厚労
省前行動を取り組みます。 

 

四
団
体
実
務
責
任
者
懇
談
会
を
開
く 

 

5
月
15
日
、
退
職

者
連
合
、
中
央
労
福

協
、
労
金
協
会
、
全
労

済
の
実
務
責
任
者（
事

務
局
長
、専
務
、常
務
）

と
各
担
当
者
10
人
が

集
ま
り
、悪
質
商
法
撲

滅
の
取
り
組
み
や
労

働
者
福
祉
を
め
ぐ
る

地
域
で
の
連
携
な
ど

に
つ
い
て
懇
談
し
ま

し
た
。 

と
く
に
労
金
、
全

労
済
に
お
け
る
退
職

者
組
織
の
拡
大
に
つ

い
て
協
力
を
要
請

し
、
意
見
交
換
し
ま

し
た
。 

 
 

「答
申
」を
手
交
す
る
石
原
委
員
長
（右
）

と
阿
部
会
長
（左
）。 

▲第１回実行委員会。（5月17日） 
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「“カジノはいらない”を国民の合言葉にしよ

う」。退職者連合の阿部保吉会長は、５月１２

日金曜日の夕方、通行人で賑わう新宿駅西口

での街頭演説で力を込めて訴えました。カジ

ノ賭博導入阻止をめざす日弁連（日本弁護士

連合会）や退職者連合、中央労福協、消費者

団体、市民団体は、３月２３日に続いてこの日

も街頭宣伝行動を取り組みました。街宣には

４６人が参加、うち退職者連合からは２２人の

会員が参加しました。 

カジノ賭博の導入を強引に推し進める政

府・自民党などは、カジノ賭博推進「実施法

案」の秋の臨時国会への提出を目論んでお

り、日弁連や退職者連合は、カジノ阻止に向

けて、全国で大きな世論を巻き起こす国民運

動に引き続き取り組んでいくことにしていま

す。また翌 13 日には日弁連主催のシンポジ

ウムが都内で開かれ、菅井事務局長が取り組

み報告をしました。 

 

「カジノ賭博は犯罪だ。“カジノはいらない！”を
国民の合言葉にしよう」 阿部会長が訴え 

▲怒りを込めてカジノ反対を訴える退
職者連合の阿部会長（左）、右は司会
の菅井義夫事務局長。 

▲街宣行動では、弁護士、市民団体、消費者団体、退職者連合の各代
表や作家などが道行く人々にカジノ賭博廃止を訴えた。 

▲歩道上では、参
加者がカジノ賭
博合法化阻止を
訴えるチラシを通
行人に配布した。 
（写真上、左） 

新
宿
駅
西
口
で
街
宣
行
動 

▲新里弁護士(写真中央)は「国民の７割が反対している」と訴えた。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
ニ
ュ
ー
ス
で
街
宣
行
動
を

全
国
に
報
道
。写
真
左
は
、
撮
影
中
の
カ
メ
ラ
。

撮
影 

46
人
（
う
ち
退
職
者
連
合

は
22
人
）が
参
加 


